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KW-1070の 臨床使用経験

斎 藤 豊 一

虎の門病院泌尿EL科

尿路感染症15例,副 皐丸炎2例 にKW-1070200mgを1日1～2回,3～5日 閥使用 した。尿

路感染症では15例 中11例 に有効で,有 効 率73.3%,副 章丸炎では2例 とも有効 であった。

副作用は認め なか った。

KW-1070はNARAら に より発見され た新 しい ア ミノ

配穂体系抗生剤fortimicinの 硫酸塩 である1,2)。

本剤は緑膿菌に対す る抗菌力は弱 いものの セラチ アな

どのグラム陰性桿菌に抗菌力 を示 し,GM,AMKと 交叉

耐性を示 さない3,4)。

このたび本剤を使用す る経験 を得 たので,そ の経験例

をのべてみたい。

I. 症例および投与 方法

虎の門病院泌尿器科 を 受診 した 急性単純性膀胱炎2

例,急 性腎孟膀胱炎1例,複 雑性尿路感染症12例,急

性副睾丸炎2例 の計17例 に対 してKW-1070を 使用 し

た。

KW-1070は1回200mgを 筋注 し,多 くの例におい

ては1日2回400mgを 原則 としたが外来患者で1日1

回 しか投与 のできなか った 例 が3例 ある。UTI群 でA

に分類 される急性単純性膀胱炎 に属す る3例 については

3日 間の連続投与を行ない,他 の複雑性尿路感染症 お よ

び副睾丸炎の症例においては5日 間 の連続投与を行なっ

て,そ の時点で効果を判定 した。

本剤は単独で使用 し,他 の抗生物質,化 学療 法剤 は使

用せず,消 炎剤の併用をさけた。 しか し,降 圧剤,糖 尿

病治療剤などの本剤の効果 に影響 のない薬剤 と思われ る

ものは前後 を通 じて使用 した例 もあ る。

II. 臨 床 成 績

全症例はTable1に 表示 してあ る。臨床効果 の判定は

尿路感染症すなわちNo.1か らNo.15ま での例はUTI

薬効評価基準(第2版)5)に 従 った。

その結果はA群 においては著効1例,有 効2例,B群

の複雑性尿路感染症においては有効8例,無 効4例 とい

うことになる。A群 では有効率100%,B群 においては

有効率66.7%で,AB両 群を まとめれば73.3%の 有

効率とい うことになる。

複雑性尿路感染症例 をUTI群 別の6群 に分けて臨床

効果をみるとTable2の ようにな る。無効例は第4群 に

のみみ られた ことになる。

膿尿お よび細菌尿に対す る効果 はTable3に 示す とお

りである。膿尿 の正常化 した1例 は菌交替が見 られた。

投与後 も細菌尿 の存続 した4例 は いずれ も膿尿 も不変 で

あ った。膿尿 の改善率 よ りも細菌尿 の改善率の方が高い

のは5日 投与後 の判定であるから当然の こ と と もい え

る。

細菌学的効果はTable4に 示 してあ る。15株 中10株

(66.7%)が 消失 した。E.coli, K.aerogenesに 対 して

は効果が よか ったが,P.aeruginosaとS.faecalisに

対 しては効果が少なか った。

副睾丸炎 の2例 については急速 に解熱 し腫脹,疼 痛 の

寛解が見 られ,有 効 と判定するこ とがで きた。 しか し,

2例 とも軽度 の腫瘤が触知 されたが,5日 間の経過 では

完全な腫脹 の消失を期待する方 が無理 といって もよい と

思われる。

副作用 につ いていえば,自 覚的 には何 の訴え もなか っ

た。臨床検査値 の変動はTable1の 備考欄 に示 して あ

る。No.2は 単腎者 の腎結石の例で数年前 よ り慢性肝炎

が見 られたが,本 剤投与後 も検査値 の異動はなか った。

No.9に おいてはBUNとS-Crの 軽度 の上昇があ った

が,本 剤投与前後 の数回の検査で,こ の程度の変動は見

られたので本剤 によるもの とはいえない。No.16にAl-

Pの 軽度の上昇が あったが,特 に問題 となる変動ではな

い と思われ る。

III. 考 按 ・結 語

尿路感染症15例,副 睾丸炎2例 に本剤を使用 し,前

者 においては15例 中11例73.3%の 有効,後 者にお

いては100%有 効 とい う結果 を得 た。副作用は注射局所

の疼 痛を含めて,認 め るべ きものはな く,尿 路感染症治

療 に有用 な抗生剤 と考え られた。 しか し今 回の経験は,

投 薬期 間が5日 間 まで と短期である。長期使用に関 して

は,従 来 のア ミノ配糖系抗生剤同様,注 意深 く使用すべ

きである と考 える。
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Table 1 Results with KW-1070 therapy
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Table 2 Overall clinical efficacy of KW-1070 classified by type of infection

Table 3 Overall clinical efficacy of KW-1070

in complicated U.T.I.
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CLINICAL EXPERIENCE WITH KW-1070

TOYOICHI SAITO

Department of Urology, Toranomon Hospital

KW-1070, a new aminoglycoside antibiotic, was intramuscularly administred to 15 patients with

urinary tract infections and 2 patients with epididymitis.

The antibiotic therapy was effective in 11 out of 15 patients with urinary tract infection as well as

2 patients with epididymitis, at the daily dose of 200-400 mg for 3•`5 days.

No adverse reactions were seen in any cases.


